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午前９時５８分開会 

○岡田将和委員長 これより、総合交通対策調査特

別委員会を開会いたします。 

 

           ◇            

 

○岡田将和委員長 まず初めに、記録署名員の指名

です。 

  たがた委員、市川委員、よろしくお願いいたし

ます。 

 

           ◇            

 

○岡田将和委員長 総合交通対策に関する調査研究

について、報告事項を議題といたします。 

  ①から③、以上３件を都市建設部長から、④か

ら⑨、以上６件を交通対策担当部長から報告を願

います。 

  なお、報告事項の後に、日暮里・舎人ライナー

の混雑緩和に関する意見書について議題がござい

ますので、その件については、その後お願いいた

します。それではお願いいたします。 

○都市建設部長 おはようございます。よろしくお

願いいたします。 

  報告資料、２ページをお願いいたします。 

  第１２次足立区交通安全計画（案）の進捗及び

第１１次足立区交通安全計画の令和７年度の取組

結果でございます。 

  初めに、項番の１でございます。 

  第１２次足立区交通安全計画の概要でございま

す。詳しくは、別添資料１を御参照いただければ

と思いますが、（１）の名称から、以下記載のと

おりなのですが、この計画につきまして、令和８

年１０月１６日の金曜日から１か月間、パブリッ

クコメントの実施をさせていただく予定になって

おります。 

  なお、次に項番２でございます。 

  令和７年の足立区の交通事故概要でございます。

こちらも別添資料２に詳細記載しておりますので、

後ほど御覧いただければと思います。 

  概要につきましては、発生件数、負傷者数、死

者数については９人ということになっておりまし

て、都内ワースト１となっております。経年の変

化のグラフを付けさせていただきます。 

  また、（２）としまして、交通事故件数の推移

及び自転車関与率なのですが、やはり自転車が関

与する事故が増えているという状況でございます。 

  続いて、４ページでございます。 

  項番３、第１１次足立区交通安全計画及び足立

区自転車活用推進計画の取組状況でございます。

こちらにつきましても、別添資料２、３に詳細を

記載しております。 

  内容でございますが、まず安全に関することで、

（１）学校等における交通安全教育や、５ページ

に移ります。（２）の交通安全普及啓発活動、ま

た６ページでございますが、（３）としまして、

自転車走行環境の整備を総合的に行って、区内の

安全対策を実施していきたいと考えております。 

  ７ページ、項番の４でございます。今後の方針

です。 

  （１）第１２次足立区交通安全計画につきまし

ては、パブリックコメントの意見を踏まえて、計

画策定を進めてまいります。 

  （２）交通安全に係る周知啓発の取組につきま

しては、特に自転車の交通マナーに関する街頭指

導委託をはじめ、自転車交通安全の普及啓発に努

めてまいります。あわせて自転車ヘルメットの着

用についても、今年からヘルメット購入補助額を

１,０００円増額の３，０００円としたことから、

より一層の普及啓発を行ってまいります。 

  次に（３）ですが、令和８年度における自転車

活用の推進についてでございます。 

  自転車ナビマークの整備、自転車専用通行帯の

整備、あとはシェアサイクル事業について、計画
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的に進めてまいります。 

  続いて、８ページでございます。 

  さきにリリース発表させていただいて、議会に

も御報告させておりますが、改めて御報告いたし

ます。自転車駐車場の定期料金の過納付に伴う損

害賠償金の支払についてでございます。 

  １の経緯でございますが、当該利用者の方に、

１６年間多めに利用料を徴収していたものでござ

います。金額につきましては、１７万３,８００円

でございます。 

  項番２の事故原因でございますが、足立区居住

者の方に、隣接市の料金として定期カードを発行

してしまったのが原因でございます。なお、法律

相談の結果、時効分も含めまして、先ほど申しま

した１７万３,８００円を相手方  にお支払い

するものでございます。 

  以下、再発防止策、今後の方針については記載

のとおりでございます。大変申し訳ございません

でした。 

  続いて、１０ページでございます。 

  竹ノ塚駅西口公共駐車場の指定管理者業務評価

結果についてでございます。こちらにつきまして

は、西口のエミエルタワー内にあります駐車場で

ございます。 

  １、主な業務内容は、記載のとおりで指定管理

者なのですが、３者による管理を行っているとこ

ろでございます。 

  以下、指定管理期間等は記載のとおりでござい

ます。 

  １１ページへ移りまして、項番９の評価結果で

ございますが、令和６年度と比較しまして、令和

７年度は同じく総合評価Ｂプラスになっておりま

す。 

  なお、項番１０で、評価委員会での指定管理者

への主な意見等と回答でございますが、長期放置

車両についてのこと、１２ページに移りますが、

利用者アンケート内容、また、自転車駐車場の入

り口の入庫待ちの車両の件ということでありまし

たが、今後きちんと対応していく予定でございま

す。 

  項番１１、評価結果の公表ですが、令和８年１

０月に区ホームページに掲載予定でございます。 

  項番１２、今後の方針でございますが、より一

層のサービス提供を支援してまいります。 

  なお、１３ページ以降は、評価結果をお付けし

ております。 

  私からは以上でございます。 

○交通対策担当部長 おはようございます。引き続

き、よろしくお願いいたします。 

  ２１ページをお願いいたします。 

  有楽町線（地下鉄８号線）の整備促進に向けた

取組状況についてでございます。 

  内容でございます。 

  １番のところで、地下鉄８号線整備促進大会の

開催について、今年度の大会についてでございま

す。 

  令和８年１２月５日土曜日午後２時からという

ことで、中川小学校を予定しております。 

  内容ですが、第１部で報告会、第２部で促進大

会を予定しております。促進大会の中では、今回、

小学生からの動画メッセージをいただくというこ

とで、今準備をしているところでございます。 

  お進みいただいて、２２ページのところで２番、

地域機運の醸成についてでございます。 

  こちらで、葛西用水のさくら通りのところに、

ちょうちんを地元の皆さんが飾っていただいてい

るのですけれども、博物館から若干北側の方が不

足している部分もございまして、今回そこに増設

させていただくということでございます。 

  ２３ページでございます。 

  公共交通の自動運転サービスの導入に向けた取

組状況についてでございます。 

  内容でございます。 

  １番、自動運転バス車両展示会の実施でござい
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ます。 

  （１）のところで、実施日時と場所についてと

いうことで、本日１０月１４日水曜日、まず島根

住区センター及びセブンイレブン足立島根店駐車

場からで、１０月１６日金曜日が六町のろくまる

のところです。それから、１０月１８日日曜日が

ギャラクシティのところで予定をさせていただい

ております。 

  下の（２）で、主な実施内容ということで記載

のような内容なのですけれども、自動運転バス車

両の展示ですとか、それから自動運転バス事業及

び自動運転技術紹介パネル展示、あと、シミュレ

ーターを置かせていただくなど東京電機大学の協

力もいただきながら実施する予定でございます。 

  ２番でございます。試験走行の開始について、

こちらにつきましては、（１）試験走行期間とい

うことで、令和８年１１月上旬から来年の１月末

までを予定しております。 

  ２４ページにまいりまして、（２）試験走行時

の実施内容ということで、ア、イ、ウと記載させ

ていただいておりますけれども、まず最初の段階

で、手動で運転士さんに走っていただいて、その

内容をＡＩに学習させると。その後に、ＡＩベー

スによる自動走行を実施する。それをまた同じよ

うな形で、再度手動の学習をさせた上でＡＩベー

スでの自動走行を実施するというような形で、最

終的に関係者間での合意を得た上で、実証実験の

方へ移っていくような形でございます。 

  ３番、今後のスケジュールでございますけれど

も、今申し上げました試験走行から入りまして、

来年２月に自動運転バスの実証実験開始というこ

とで、一般の方にも乗っていただけるような形に

取組を進めてまいりたいと思います。最終的には、

令和１０年度の秋、１０月からは、レベル４での

完全な運行を開始したいということで目指してま

いります。 

  お進みいただきまして、２６ページをお願いい

たします。 

  こちら地域内交通です。常東地区「チョイソコ

×せんじゅ」の取組状況等についてでございます。 

  １番、新たな運行計画の概要です。 

  令和８年８月からということで、既にもう運行

している内容ではございますけれども、表のよう

な状況でございます。実証実験としては来年１月

末まで、今設定させていただいているところです。

週５日、乗降スポット５７か所、以下記載のとお

りでございます。 

  下の方、２番、登録者数と利用者数（令和８年

９月１１日時点）でございます。グラフを御覧く

ださい。 

  最終的に、一番右側の４期目、８月からという

ところで、順番に登録者の方も増えてきておりま

して、中に赤い折れ線グラフが付いているのです

けれども、利用者の割合も少しずつ伸びているよ

うな状況でございます。 

  ２７ページをお進みください。 

  ３番、利用状況でございます。こちらもグラフ

の方を確認いただければと思います。４期目に入

りますと、８月以降にお試し券を配布したことや

酷暑日もあったことから、大分利用件数も増加し、

１人当たりの利用者に掛かる経費が１,３０６円

というような形になってきております。 

  下の方をお進みいただきまして、（２）運行開

始から１年間の利用実態分析として、これを別紙

１の方で付けさせていただいております。 

  更に、（３）のところで、令和８年８月以降の

利用実績、これを別紙２で、それからその下、（４）

乗降スポット利用上位５位の分析ということで、

これを別紙３の方で付けさせていただいておりま

すので御確認いただければと思います。 

  ４番、今後の流れでございますけれども、令和

８年４月以降は本格運行移行の目安を「３か月を

１期とした場合に、２期連続で利用１件当たりの

区負担額おおむね１,６５０円以下」としており、
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３期目以降はおおむね満たしている状況でござい

ますので、今後、本格運行への移行を見据えた形

で地域協議会とも連携しながら、その準備を進め

てまいりたいというふうに考えております。 

  お進みいただいて、３１ページをお願いいたし

ます。 

  花畑地区「花畑ぐるりん」の取組状況等につい

てでございます。 

  こちらにつきましても、１番、実証実験期間の

延長ということで、これまで令和８年９月３０日

までであった実証実験期間を、来年の３月３１日

まで延長ということで、令和８年７月９日に関東

運輸局へ許可申請を出しております。 

  ２番、運行計画の変更につきましては、こちら

１０月１日から変更させていただいているところ

でございます。停留所を、利用が少なかったとこ

ろについて、浅間第一公園前というのは廃止させ

ていただいて、それから、花畑団地５７号棟前と

いうことで団地の通路の方に入っておったのです

けれども、「エステート横」ということで区道側

の広いところに移しております。それから、保木

間五丁目アパート前につきましては新設をさせて

いただいているところでございます。 

  ３番でございます。福祉車両（リース車両）に

ついてでございます。こちらにつきましては、当

初１０月１日から新しいリース車両で運行させる

予定でございましたけれども、運輸局からの指摘

を受けまして、使用者変更手続、あるいはそれに

伴いまして契約金額の変更がございまして、その

準備等に時間を要しておりました。また納車後に、

手動のスライドドアに、自動スライドドア機能を

後付けということで今実施しておりますので、少

し運行のスタートが、この新しい車両でのスター

トが遅れているところでございます。新しい車両

では、１０月２６日から運行させる予定で考えて

いるところでございます。 

  ３２ページ、今申し上げました当初の計画と経

緯、それからスライドドアについてということで、

議会の情報提供もさせていただいたところではご

ざいますけれども、内容について詳しく記載させ

ていただいているところでございます。不手際が

ございましたことを、おわび申し上げます。誠に

申し訳ございませんでした。 

  ３２ページの（４）のところでは、今利用され

ている車と新しい車についての比較を書かせてい

ただいております。 

  それから一番下のところで、４番、利用実績で

ございます。これ、令和８年９月１１日現在のも

のでございますけれども、３３ページの方にグラ

フを掲載させていただいているところでございま

す。 

  ５番、今後の方針でございますけれども、こち

ら「チョイソコ×せんじゅ」と同じで、やはり利

用者の方が大分伸びてきておりますので、今後、

本格運行を見据えた形で地域協議会の皆さんとも

連携しながら、準備を進めていきたいというふう

に考えているところでございます。 

  失礼いたしました。 

  先ほどのハイエースの方の運行開始の日にちな

のですけれども、印刷の方では令和８年１０月１

９日となっておりましたが、準備の関係上、令和

８年１０月２６日から確実に運行させるというこ

とで準備させていただいております。訂正させて

いただきます。 

  次にお進みいただいて、４０ページでございま

す。 

  扇周辺地区における地域内交通導入の取組状況

等についてでございます。 

  １番、運行計画でございます。 

  運行方法が乗合型デマンドタクシーで、実証期

間が来年の１月１８日から１２月２４日まで、１

年間を予定させていただいております。運行日で

すけれども、まずは週３日ということで、月曜日、

火曜日、金曜日ということでスタートさせていこ
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うということになってございます。運行時間、そ

れから乗降スポット数等、記載のとおりでござい

ます。 

  それから、下の方でございます。 

  乗合型デマンド交通事業説明会ということで、

こちらの方も表に記載させていただいたのですけ

れども、当初９月３０日から説明会を実施する予

定でしたけれども、台風等の接近がございまして、

日程を変更させていただいております。１０月３

日に西新井小学校、それから、１０月９日が扇住

区センターで実施しておりまして、また、明日１

０月１５日は興本住区センターで実施を予定して

いるところでございます。 

  ４１ページでございます。 

  今後のスケジュールについてでございます。 

  これから、令和８年１１月に交通ニュースを発

行させていただいて、対象地域内の全戸配布を予

定しているところでございます。また、その下に

令和８年１２月頃に利用者向けの事前登録会とい

うことでさせていただいておるのですけれども、

こちらの方も少し早まりまして、１１月の後半ぐ

らいから利用者登録会を開催したいというふうに

考えております。その内容につきましては、日程

等についても、１１月に配布する交通ニュースの

方で周知させていただきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

  ４５ページをお進みください。 

  地域内交通検討団体交流会の開催についてでご

ざいます。こちらにつきましては、地域内交通導

入サポート制度を活用して、検討いただいている

団体の皆さんにお集まりいただいて、取組の発表

ですとか、意見交換等を行っていただくというも

のでございます。 

  １、概要でございますけれども、令和８年１０

月２３日金曜日、足立区役所１３階大会議室Ｂで

開催を予定しております。 

  地域内交通検討団体としましては、常東地区、

花畑地区、扇周辺地区、それから舎人地区という

ことで舎人団地の皆さんにお越しいただく予定で

ございます。 

  講評者ということでは、流通経済大学の板谷教

授を予定させていただいております。 

  ２番、次第（案）は記載のとおりでございます。 

  ３番、開催後の方針ということで、今後に向け

て、この交流会で意見の交換等をした中で、運用

に当たって各団体が抱える共通課題、それから制

度上の課題などを整理していくということ、ある

いは交流会で得られた知見を本制度の運用や、今

後新たに検討する地域の支援に反映させていくと

いうことで考えているところでございます。 

  私からの報告は以上でございます。よろしくお

願いいたします。 

○岡田将和委員長 それでは質疑に入ります。 

 何かございますか。 

○長井まさのり委員 では、私は端的に伺わせてい

ただきます。 

  初めに、足立区の第１２次交通安全計画につい

て伺いますけれども、その中で自転車専用通行帯、

ブルーレーンでございますが、令和７年度、環七

北通り達成率が６０％という状況でございますけ

れども、令和８年度の現状はどうなのか。 

  また、この環七北通り、たしか全長で８．２キ

ロあったかと思いますけれども、この全体の達成

率、また完成までのスケジュールについても伺い

ます。 

○交通対策担当部長 今年度、また１．８キロとい

うことで予定させていただいております。ちょう

どそこが今回の自動運転のコースになりますので、

その先までちょっと行くような形になってござい

ます。全体としては令和１０年度末までに完成を

目指しているところで、令和８年度が終わった段

階で約４割が完成しているような状況でございま

す。 

○長井まさのり委員 分かりました。 
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  第３回定例会の一般質問で、この自動運転バス

の乗客を乗せる実証実験の開始前までのブルーレ

ーンの整備を安全対策として、自転車の走行環境

の整備ということで要望しましたが、そのスケジ

ュール、前向きな答弁がございましたけれども、

スケジュールについて伺います。 

○交通対策担当部長 今、入札、契約、請求に向け

て準備を進めているところでございます。それで

先ほどスケジュールを申し上げたのですけれども、

自動運転の方が２月に入りますと、一般の方の乗

車が可能になってまいりますので、その前の段階、

１月までには全体が終了するような形でやってい

きたいというふうに考えているところでございま

す。 

○長井まさのり委員 分かりました。実証実験の前

までにしっかり整備をして、安全対策を強化して

いただきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

  次にですけれども、公共交通の自動運転サービ

スの導入に向けた取組についてで、いよいよこの

展示会ということで、本日の午後から開始となり

ますけれども、チラシもカラー刷りで、非常に見

やすいチラシを作成していただきましたが、この

チラシの配布先、周知先、またチラシのみならず、

ＳＮＳであったりとか広報であったりとか、ホー

ムページでも周知しているかと思いますけれども、

まず、それについて伺います。 

○新たな交通担当課長 今回の自動運転バスの車両

展示会の周知なのですけれども、沿道の町丁目で

幅広い全戸配布させていただいております。それ

に加えまして、関係する町会・自治会の掲示板に

も貼らせていただいたりですとか、あと地域学習

センター等、沿線の学校にも配らせていただいて

いる、貼らせていただいているところになります。

加えて、ホームページとＳＮＳで発信しているよ

うな状況になっております。 

○長井まさのり委員 分かりました。学校等にも今

配布しているとお聞きしましたけれども、しっか

り周知していただきたいと思います。 

  それで、この自動運転シミュレーター体験とあ

りますけれども、これは具体的にどのような体験

なのか、ちょっと伺います。 

○新たな交通担当課長 こちらは、技術的なアドバ

イスをいただいています東京電機大学さんのブー

スでございまして、研究している中での自動運転

の切り替わり、運転支援ですとか自動運転に切り

替わるところを体験できるというようなシミュレ

ーターになっておりまして、そういうシステムと

人とが切り替わるところの体験ができるというよ

うな内容になっております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  主な実施内容、様々ありますけれども、この自

動運転に関する区民の理解向上にしっかり努めて

いっていただきたいと思いますが、試験走行の開

始で走行期間、この１１月上旬から明年の１月３

１日とありますけれども、時間帯についてはいか

がですか。また、夜間走行もするのか伺います。 

○新たな交通担当課長 実際にお客様を乗せて運行

する時間は、９時から５時までということになる

のですけれども、基本的にはテストも、その時間

帯の中でテストしていくことになる予定でござい

ます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  様々な状況の中で、しっかり安全第一で進めて

いっていただきたいと思いますけれども、今後の

スケジュールの中で令和８年度２月上旬、関係者

試乗とありますが、この関係者という対象はどう

なのか、我々もしっかり試乗させていただきたい

なと思いますけれども、いかがですか。 

○新たな交通担当課長 ２月上旬の関係者試乗なの

ですけれども、今予定しているのは、やはり地域

の町会・自治会の皆様、あと議員の皆様と、あと

ちょっとこれは予定なのですけれども、他の自治

体との今後の連携なんかも考えておりますので、
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近隣の自治体の方にも来ていただけないかという

ことで、ちょっと企画しているところでございま

す。 

○長井まさのり委員 分かりました。では、この試

乗をしっかり楽しみにしていますので、お願いい

たします。 

  また、区民の安心感や正しい理解を得ていくた

めに、無償の試乗期間を十分に確保すべきと一般

質問の中でも要望させていただきましたけれども、

このスケジュールについてはいかがですか。 

○新たな交通担当課長 現在、いつまでとはっきり

決めているわけではなくて検討中ではございます

けれども、１か月とかではなくて数か月間、長い

期間をもって無償の期間を設けたいというふうに

考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。無事故で安全

第一を期して、推進していただきたいと思います

のでよろしくお願いいたします。 

  最後になりますけれども、「花畑ぐるりん」に

ついて伺います。 

  これまで長きにわたりまして協議会の会長を務

められた山田会長、突然の訃報に接し、心からお

悔やみを申し上げる次第でございます。この交通

の委員会にも、毎回傍聴に来られていたそのお姿

が大変しのばれる思いでございますけれども、亡

くなる３日前まで来庁され、尽力をしてください

ました。心から御冥福をお祈り申し上げる次第で

ございます。 

  この報告資料の中で、実証実験期間の延長後は

令和９年３月３１日までと記載がありますけれど

も、この後は本格運行を見据えているかと思いま

す。その判断基準として、区の負担額が２期連続

で１,６５０円以下とのことで、２期目については

記載のとおり１,７１５円となっています。また、

３期目で７月から９月が１,６６６円と大変近い

数字になってきていますけれども、この９月末時

点の１か月では１,６５０円を下回って、１,６５

０円以下となったと聞いておりますけれども、そ

の要因、分析も含めていかがですか。 

○新たな交通担当課長 「花畑ぐるりん」の現在の

区負担額につきまして、３３ページの上の表には、

令和８年９月１１日時点ということで、３期目、

令和８年７月から９月までが１，６６６円という

ふうになっておりますが、９月いっぱいまでで３

期を見ますと、区負担額は１,６３２円ということ

で、１,６５０円を下回りまして、１期基準をクリ

アしたというような状況になっております。 

  要因といいますか、平日が週５日になって、時

間も増やしていったところでございます。そうい

った中で、利用が薄まってしまうわけではなくて、

そのまま増えているというところがありまして、

利用がどんどん増えているというところが、やは

り大きな要因だというふうに思っております。 

○長井まさのり委員 分かりました。今あったとお

り、１,６３２円ということで、一定程度のやっぱ

り定着がしてきたなという思いでおりますけれど

も、今後その本格運行を見据えて、協議会の皆さ

んともしっかり連携をしながら進めていっていた

だきたいと思います。 

  確認ですけれども、たしか「チョイソコ×せん

じゅ」も区の負担額、１,６５０円以下で同じ額で

あったかと思います。例えばこの車両とか運行形

態なども違いますが、確認ですけれども、同じ１,

６５０円以下とする、その根拠について伺います。 

○新たな交通担当課長 地域内交通導入サポート制

度の本格運行移行の基準を１,６５０円としてい

るところなのですけれども、こちらは、もともと

入谷・鹿浜で実施しております足タクという制度、

こちらの方のタクシー差額分を負担するような制

度でございますけれども、そちらの実際の区負担

額がもともと１件１,５００円程度でございまし

た。そういうところもありまして、他の地域内交

通についても適正な区負担額の基準というところ

を、初め１,５００円としていたところです。 
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  その後、今年度４月になりますと、タクシー運

賃の改定がありまして、１割程度金額が増えてご

ざいます。それに伴いまして、運行経費そのもの

も増えたということで、基準についても１割増の

１,６５０円にさせていただいて、共通の制度とい

うことで１,６５０円を基準にさせていただいて

いるところになります。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  先行している足タクの区負担額も、１つ判断基

準としたとのことでございますけれども、この４

月にタクシー運賃の改定があったと。もし仮に、

今後タクシー運賃の改定があると変わってくる可

能性もあるのでしょうか。 

○新たな交通担当課長 今回の４月２０日に行いま

した運賃改定については、基準をそのまま上乗せ

といいますか、追随させて、変えさせていただい

ております。 

  今後も、確かに御指摘のとおり、金額が上がっ

ていく可能性はあると思っておるのですけれども、

そのままそこで上げてしまうのではなくて、そこ

は財政上の問題とかもあると思いますので、状況

を見ながら、個々に判断していきたいというふう

に考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  そうした状況もしっかり見て、この本格運行に

向けて、地域の皆様が楽しみにしていますので、

そういう状況を実現に向けて取り組んでいただき

たいと思いますけれども、また協議会の皆様とか、

地域からも要望のあった土曜日の運行について、

この交通の委員会の中でも前向きな答弁がありま

したけれども、現在の進捗について伺います。 

○新たな交通担当課長 「花畑ぐるりん」で、土曜

日の運行についてなのですけれども、現在、他の

事業者さんにお願いするという方向で、現状調整

を進めさせているところになります。 

○長井まさのり委員 他の事業者さんに検討を進め

ているということでございますけれども、大体ス

ケジュールについて大まかで結構ですけれども、

大体どのぐらいをめどに開始とするのでしょうか。 

○新たな交通担当課長 失礼しました。 

  はっきりとしたスケジュール、いつからという

ところはまだ決まっていない状況ではございます。

ただ、本格運行ですとか、そういった切り替わり

のところを１つの目安にして進めていきたいとい

うふうに考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。是非、よろし

くお願いいたします。 

  また福祉車両（リース車両）について言えば、

初めからこの白ナンバーではなくて、緑ナンバー

でリース契約をするという考えはなかったのかど

うか、伺います。 

○新たな交通担当課長 今回のリース車両の部分な

のですけれども、もともと区の方でリース車両、

いわゆる一般的な公用車のような感覚でリースの

契約を進めてしまっていたというところがありま

す。リース会社さんとも、どういう形で使ってい

くという簡単な打合せとかというのはしていたの

ですけれども、詳しいところまで情報共有してい

なかったというところが課題、問題であるという

ふうに考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  今、記載の金額を見ると、プラス約１７２万円

ですか。主な増額要因も踏まえて、契約額は３年

リースで、これは一般的な額になるのかなと思い

ますけれども、このスライドドアの後付けという

ことでございますので、しっかりまた今後、新た

な利用者の拡大に向けてどうか更に利便性を向上

して、よろしくお願いしたいと思いますけれども、

その中で例えば運行実績の分析については、当然、

区も行っているかと思います。そうした中で、協

議会の皆様の御負担がもしあるとしたら、しっか

り御意見を伺って、検討していっていただきたい

と思いますけれども、その点についてはいかがで

しょうか。 
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○新たな交通担当課長 協議会の皆様の活動の中に

も、サポート制度の手引きですと、運行収支の予

測ですとか、運行の見直しというところがござい

ます。区の方も、当然実績なども分析して、協議

会の皆さんと共有して、どういった形の運行計画

に改善していったらいいのかというのを逐一協議

しておりますので、引き続き、そのような形で連

携してやっていきたいと考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。また協議会の

皆様の御意向もあるかと思いますので、しっかり

意見を聞いて進めていっていただきたいと思いま

す。 

  また、ホームページの維持・更新なども、将来

的にはしっかり区としても支援をしていただきた

いなと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○新たな交通担当課長 これまで協議会の皆様とお

話する中でも、やはり将来的に、持続可能にやっ

ていくために、例えば今ホームページをつくられ

ていて更新の作業をされていたりとか、あるいは、

停留所の簡易清掃をされているボランティアの方

いらっしゃるのですけれども、ずっと続けていく

ためにどういった支援ができるかというところは、

区の方も検討していきたいと考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  今あったこのバス停の清掃なども、協議会の皆

様であったり、地域の皆様がボランティアで行っ

ていただいているという状況もあります。今後、

委託も含めて、しっかり今答弁があったように検

討していっていただきたいと思います。 

  また今後、その協議会との連携や意見交流会を

通して、協議会と区との役割分担をしっかり協議

を重ねていっていただきたいと思います。それか

ら、様々見えないコストへの配慮、そうした配慮

もしっかり検討を進めていっていただきたいと思

いますけれども、その点についてはいかがでしょ

うか。 

○新たな交通担当課長 先ほどもお話ししたとおり、

協議会の皆さん、今後についてのどうしたらいい

かというところの御相談もあったりはしておりま

す。その中で、区と協議会の役割分担ですとか、

一部、委託などで賄えないかといったようなとこ

ろも踏まえて、今後、制度については見直しとい

うか、検討していきたいと考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。是非、検討を

進めていっていただきたいと思います。 

  最後になりますけれども、今後デマンド交通な

ども含めて、将来的にこの持続可能な区内の交通

施策の在り方も、今後協議会の皆様の御意見も伺

いながら、しっかりと検討を進めていっていただ

きたいと思いますけれども、最後、交通対策担当

部長いかがですか。 

○交通対策担当部長 今月、団体の交流会も開催さ

せていただくところでもございます。これまでも、

そうした御要望もいただいておりましたので、そ

ういったところで意見交換をさせていただく内容

も、区にとっても財産になるというふうにも考え

ておりますので、是非、今、これまで取り組んで

きた内容とそれから意見等伺いながら、足立区と

してのデマンド交通、あるいは地域内交通がどう

いうものを成していくべきかということについて

は、随時進めていきたいというふうに考えます。 

○長井まさのり委員 最後、副区長いかがでしょう

か。 

○副区長 地域内交通、今社会実験的に初めていて、

本格運行を目指していますけれども、やはりこれ

が１つの基準になってくると思うのです。そうい

った意味で、やっぱり地域の皆さんの声をよくお

聞きして、区としてどういう形でやっていくかと

いうことの１つの本当に基になりますので、是非

進めていきたいと思います。 

○市川おさと委員 私は、第１２次足立区交通安全

計画（案）について、これだけちょっと今日は言

っていきたいと思います。 

  先月、渋谷区千駄ヶ谷の明治通りで、自転車に
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乗っていた男性が停車中の乗用車の運転席側ドア

に衝突して転倒し、高速のタクシーに跳ねられて

亡くなる事故が報道されました。警視庁は、車か

ら降りようとした運転者の後方確認が不十分だっ

たと見ているとのことであります。 

  これには実はちょっと言葉があって、ドアにＩ

ＮＧ、ドアリングと言うのだよね。車からドアを

開けたときに、そのタイミングで自転車なんかが

突っ込んできて事故が起こるということをドアリ

ングと言うのだけれども、これは当然、足立区内

で起こり得る事故だと思います。実はヨーロッパ

でもかなり昔から問題になっていて、日本は結構

自転車の速度が遅い方なのだけれども、ヨーロッ

パなんかは自転車の速度がすごく速いので、事故

があったときに重大な事故になりやすいという話

です。 

  区は、自転車安全利用五則に基づき、自転車は

車道が原則、左側を通行と指導しています。また、

自転車ナビマークやブルーレーンの整備により、

自転車を車道へ誘導しているというふうに認識し

ているのですけれども、まず、それでよろしいで

すか。自転車を車道に誘導する★★。 

○交通対策担当部長 市川委員、おっしゃるとおり

でございます。 

○市川おさと委員 そうすると自転車を車道に誘導

するのなら、自転車の安全対策というのが、自転

車側が気を付けろ気を付けろという話がもう随分

言われるのだけれども、それだけではなくて、車

がどう気を付けるのか、車から降りるときにどう

気を付けるのかという教育、それも私は、第１２

次交通安全計画に入れなければならないというふ

うに、今は考えております。 

  これは、単なるマナーの問題ではありません。

道路交通法第７１条第４号の３は、運転者は遵守

事項として、安全を確認しないでドアを開き、ま

た車両から降りないようにすること、更に、同乗

者がこれらの行為で交通の危険を生じさせないよ

う必要な措置を講ずることをこの法律で定めてい

るということになっております。つまりドア開け

事故防止というのは、法律上も運転者教育の対象

だというふうに認識しています。 

  ここで、さっきヨーロッパの例を出しましたけ

れども、ダッチリーチというのがあるのですよね。

ダッチリーチというのは結構日本だとまだ知らな

い人も多いのですけれども、ちょっとたまたまで

すけれども、区議会事務局次長、ダッチリーチと

いう言葉聞いたことありますか。 

○区議会事務局次長 申し訳ございません。勉強不

足で存じておりません。 

○市川おさと委員 ダッチリーチという言葉、知ら

ないの。区議会事務局次長に恥かかせないように、

事前にちょっとちゃんと教えたつもりだったので

すけれども、ダッチリーチというのは要するに、

さっき教えたではないですか。ダッチというのは

オランダの形容詞、リーチは手を伸ばすという意

味なのだけれども、要するに車から降りるときに、

オランダの習慣なのだけれども、このドア側では

ない手をドアに付けて、ドアを開けるという、こ

れはオランダ人が子どもの頃から仕込まれている

ルールがあるのです。そうすると、何でそういう

ことをするかというと、後ろが必ず見えるんだよ

ね。ドア側でない手でドアを開けると。それで、

車から降りるというのは、これ運転する人だけで

はなくて、子どもも車から降りるのです。だから、

子どものうちから実は仕込んでいるのです。 

  だからヨーロッパへ行って、こうやって逆側の

手でドアを開ける人というのは、見ると必ずオラ

ンダ人だと分かるのだと。これダッチリーチと言

って、交通安全に関わる人なら有名な話なのです

けれども。つまり、こうしたダッチリーチについ

ては費用も掛からないし、特別な施設も要らない

し、子どもや高齢者にも教えやすいということに

なっております。 

  そこで質問なのですけれども、第１２次交通安
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全計画（案）には、自転車利用者への教育、青切

符制度への対応、ヘルメット着用促進、自転車ナ

ビマークやブルーレーンの整備が書かれています。

しかし、車から降りる側の教育、ドア開け事故防

止、ダッチリーチについては明確な記載がありま

せん。自転車を車道へ誘導するなら、車から降り

る側の教育も第１２次交通安全計画に入れるべき

だと考えますが、いかがですか。 

○交通対策担当部長 今、市川委員おっしゃってい

ただいた内容につきまして、やはりそうした自転

車の走る環境が変わってきているということを考

えた場合には、区としても自転車だけの対応だけ

では駄目だということを改めて認識させていただ

きましたので、区内の４署の警察署の方々とも話

をさせていただきながら、どういった形が望まし

いのか、いいのかということもちょっと検討させ

ていただきたいと思います。 

○市川おさと委員 区内４署、警察と話してくれと

いうのはこれから質問で言おうと思ったのだけれ

ども、答えられてしまいましたがありがとうござ

います。ピッと言うとパッと答えてくれて、さす

がいい部長だなと思いますけれども。 

  交通安全計画（案）の第２章には、交通安全意

識の普及及び徹底には、幼稚園・保育園・小学校・

中学校・高等学校での交通安全教育が位置づけら

れています。子どもは自転車に乗る側であると同

時に、家族の車やタクシーなど後部座席からドア

を開ける側でもあります。小学校の自転車運転免

許証発行事業や、中学校・高校での交通安全教育、

幼稚園・保育園の交通安全教室の中で、ドア開け

事故防止、降車時の後方確認、ダッチリーチを教

えるべきだというふうに考えますがいかがですか。

子どもにも教えろという話です。 

○交通対策担当部長 今、警察ともお話をしながら、

どういった内容にしていくかということについて

は検討したいというふうに考えておりますので、

その中でどういう形が望ましいのかということも

検討しますので、また御報告させていただければ

と思います。 

○市川おさと委員 あわせて、区内に幾つか教習所

がありますけれども、結構車の免許を持つのに教

習所通ったという人多いと、それが普通だと思う

のだけれども、では、教習所でちゃんと教えてい

るのかなということもあるのですよね。教習所で

今、現状どうなっているのかと。僕なんか古い人

間なので、実は僕も教習所経由ではなくて、一発

試験で通った人間なのですけれども、ちょっとこ

れは話変わるからいいのだけれども、教習所でち

ゃんと教えているのかということも含めて、警察

経由なり、あるいは何かでちょっとまず確認して

ほしいのですけれども、いかがですか。 

○交通対策担当部長 区内の教習所の方とも連携を

させていただいておりますので、確認したいと思

います。 

○市川おさと委員 分かりました。 

  今ちょっといろいろ言いましたが、少なくとも

区が関与する車両、区の公用車とかは区の職員が

乗っていると思うのですけれども、こういった区

の公用車に乗る際には、まずこのダッチリーチを

しっかりやってほしいなと。区の車が、このドア

リングの事故で何かあるというのは非常によくな

いことですから、別にお金が掛かる話でもないし、

ちょっと行って、今ここにいるメンバーだけでも

区の公用車に乗ってやってみるとか、ダッチリー

チやってみるということはまずできると思うし、

区の公用車でまずやってもらいたいなというふう

に思うのですけれども、副区長いかがですか。 

○副区長 確かに反対側の手で開けると、後ろ見え

ますので、非常に有効だと思います。職員にもそ

ういうことの習慣を付けるのと併せて、運転手は

常にミラー見えますから、運転手の方にもやっぱ

りしっかり後ろを見てドアを開けるようにという

ことも指導していきたいと思います。 

○市川おさと委員 それは当たり前の話で、車を運
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転する人なら、助手席の人が降りるときにちゃん

と注意するというのは当たり前ではあるのですけ

れども、ただ、こういう事故が渋谷で先月起こっ

たという、大変気の毒な事故です。また、これは

死亡したからはっきり言ってニュースになってい

るという部分もあって、危ない目に遭った程度だ

ったら、ニュースに一々ならない。 

  実は、事前にちょっとこの話をしたところ、副

区長も昔、危ない目に遭ったことがあるというこ

ともおっしゃっていただきました。実はこれ、こ

のドアリングの事故というのは、ニュースになら

ない、警察がわざわざ来ない程度の話でも、結構

あるというふうに私は認識しておりますので、こ

の件は特に今、第１２次足立区交通安全計画（案）

の中にしっかりと組み込んでもらいたいなという

ことを要望いたしまして、終わります。 

○たがた直昭委員 では、私も１点だけ。 

  この第１２次の交通安全計画なのですけれども、

これ第１１次と比較して、特に新たな起点という

ことで青切符に伴う自転車利用の対策、また、外

国人の交通安全、小型モビリティと書いてあるの

ですけれども、この青切符の自転車に対する対策

についての、特にここに力を入れているというの

はどこになりますか。 

○交通対策担当部長 これは少し御報告をさせてい

ただいているところではあるのですけれども、今

年度から、区の方で委託事業者と契約しまして、

指導員という形で毎日回っていただいております。

区内を３人１組になってということで、自転車の

指導をしていただいているところでございます。 

○たがた直昭委員 たまたま昨日、道路整備事業大

会というのに建設委員会で出させていただいたの

ですが、両方とも、国交大臣と東京都から、やは

り自転車の安全計画の話をされておりました。こ

の辺は、国として都としてのやはり整合性という

のは当然図っていると考えればよろしいですよね。 

○交通対策担当部長 こちらの交通安全計画自体も、

やっぱり法律に基づいて、国が出したものを東京

都でまた計画をつくり、それを受けて足立もとい

う形になってございます。 

○たがた直昭委員 分かりました。 

  あと、これですよね。青切符導入のチラシ。こ

れはどうですか。結構、各住区センターとか公共

施設に全て配布していると考えればよろしいです

か。 

○交通対策担当部長 当初配布させていただいたも

のと、それから会計年度職員で順次回っておりま

すのでそうしたところで使わせていただいている

のですけれども、改めてこうした機会にお話をい

ただきましたので、配布させていただきたいとい

うふうに考えます。 

○たがた直昭委員 結構分かりやすくできているな

ということで、１人でも多くの方に、自分も該当

するかなというのがあると思いますのでよろしく

お願いいたします。 

  それと私が言いたかったのは、この間、建設委

員長の関係でテント回りをやらせていただいたと

きに、この辺のことを周知徹底してくださいとい

うことでちょっとした資料を見せた中で、ちょっ

と私、１か所、２か所、最初はこれで説明してい

たのですけれども、周知事項の中で、１月から７

月までの足立区の傾向で。交通事故発生件数は９

３９件で前年より減少しているが、都内でワース

ト１位となっておりますと。交通事故の死者数も

６名、プラス１名ですけれども都内ワースト１位

ですと。それで自転車に関しては５３．１％です

よということで、これを説明したら、やはり区民

の人びっくりするわけですよね。 

  でも、途中から私説明しないで、こういう状況

ですから気を付けてくださいと言ったのですけれ

ども、この辺に関してはどういうふうに取られて

いますか。 

○交通対策担当部長 私もいろいろな場面で御説明

差し上げる機会があるのですけれども、やっぱり
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もう御案内のとおりで、足立区は平たんなところ

で、自転車の利用が２３区で一番多いと言っても

過言ではないかというふうに思いますので、そう

した環境の中ですので、どうしてもやっぱり事故

も発生しやすくなっているということで、改めて

やっぱり自転車の事故に注意をしていかなくては

いけないということで考えております。 

○たがた直昭委員 今回の計画の中で、当然、自転

車というのは網羅されているかと思うのですが、

この資料でも、一番下の方で自転車関連に関して

は、自転車の事故の件数は都内１位なのですよね。

それで高齢者関与の事故は３３６件で、やはり都

内１位なのです。子どもの関与に関しても都内で

１位と、全てこういう自転車関係でもワースト的

な部分で、この資料が出ているのですけれども、

こういう部分を加味した中で、今回の交通計画が

当然入っているかと思うのですが、最後いかがで

すか。 

○交通対策担当部長 これまでも、取組としては自

転車を中心にやってきた中ではあるのですけれど

も、先ほど来、御案内いただきました青切符の制

度もスタートしたということで、より厳格にやっ

ていかなくてはいけない、また事故を減らしてい

かなければいけないということで、今回の計画の

中でも、グラフで見ると若干事故全体では減って

きてはいるような状況も見受けられるのですけれ

ども、やっぱり自転車の割合が高いというような

状況ですので、そこについては区としても、しっ

かり取組を今後も進めていきたいというふうには

考えております。 

○小林ともよ委員 私からは、地域内交通について

伺っていきたいと思います。 

  まず、「チョイソコ×せんじゅ」についてです

けれども、この「チョイソコ×せんじゅ」は協議

会が協賛金を募っていると思います。今回の報告

では、利用者が増えて１日１人当たりの予算が１,

３０６円に収まっているという報告がありますけ

れども、この中には、この協賛金は入っているの

でしょうか。 

○新たな交通担当課長 こちらの中には、協賛金は

入っておりません。 

○小林ともよ委員 では、協賛金は入っていなくて

も、これぐらいの金額にまで今収まってきている

ということでよかったと思うのですけれども、週

５回になって、午前の時間帯の予約が取りにくく

なっているという話が来ているのですけれども、

どの時間帯でどれだけの人が最初の希望時間に乗

れていないのか、区は今つかんでいるのでしょう

か。 

○新たな交通担当課長 少し調べさせていただきま

すと、午前中だけではなくて、全体的にといいま

すか、午後は初めの１時の時間帯とかも、予約の

時間から実際に配車が決定する時間が、確かに少

し間が空くようなところはあるというふうに確認

しております。ただ、午前中のやっぱり１０時台

とか、そういった時間が比較的予約が少し時間が

掛かってしまうような時間帯があるというところ

で確認しているところです。 

○小林ともよ委員 そういった中で、時間変更だけ

ではなくて、乗れていない方というのはいらっし

ゃるのでしょうか。 

○新たな交通担当課長 最終的に乗るのを諦めたか

どうかというところはちょっとすみません、今把

握していないのですけれども、基本的には１５分

ぐらいの時間差といいますか、１０時に乗りたい

と思ったのですけれども１０時１５分になってし

まったとか、そういう方を踏まえますと、９割以

上の方が予約どおりに乗れているような状態にな

っております。 

○小林ともよ委員 これからまた乗車数が増えてい

く中では、やはり協議会の方からも、もう１台午

前中増やしてほしいというような声も届いていま

すので、その辺も検討していただければと思いま

す。 
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  そして、この間「花畑ぐるりん」のことについ

て質問していきたいと思いますけれども、「花畑

ぐるりん」運行に関して、力を尽くしてきた山田

会長がお亡くなりになりました。会長には本当に

哀悼の意を、我が会派としても表したいと思いま

す。山田会長も、先ほど他の委員からもありまし

たけれども、亡くなる直前まで要請行動をするな

ど、本当に最後まで力を尽くしておられました。

その会長の遺志を引き継いで、これからも改善を

求めていきたいと思います。 

  先ほどもありましたけれども、福祉車両を導入

するに当たって、１０月１９日からのスタートの

予定が１０月２６日からの運行となるということ

で、ドアが自動ではないことに区は直前に気付い

て改修して日程が延びたですとか、また、改修後

はドアの開きが狭くなったことから、ステップか

ら後部座席にスムーズに行けなくなったとか、あ

と車椅子の方が乗車する場合は、誰もその乗車を

手伝うことができないということで、もし介助が

必要な方は介助者と乗らなければならないという

ことも分かるなど、こういった利用者に対しての

注意喚起などもしなければならなくなって、今チ

ラシなど、急遽つくっているということでありま

す。これまでも、様々いろいろなごてごてがあっ

て、その度に協議会が苦労してきたということも

伝えられておりますけれども、この点に関して、

今回の場合であれば、本当はドライバーが車椅子

ごと乗せてあげるお手伝いができればいいと思う

のですけれども、この車両の導入を決定する際、

タクシー会社とは区はきちんと協議できていたの

でしょうか。 

○新たな交通担当課長 車椅子対応の車両にしてい

くという話は、当然、運行事業者さんとしていた

ところなのですけれども、その後の介助をどうす

るかですとか、現在、また停留所の切下げの部分

で、車椅子の方をどういうふうに車に、後部の方

から乗せますので、そういったところの誘導をど

うするかというちょっと具体的なところまでは、

車両の運行が始まるに際して、詳しく相談してい

ったというような状況でございます。 

○小林ともよ委員 そういったことが詰め切れてい

ない形で、見切り発車ではないですけれども、様々

場当たり的なことで、やっぱり協議会の方たちが

本当に大変な思いを今されているということで、

区はきちんとこういった新しいことに取り組む前

は、協議会や、あとタクシー会社などとももっと

深く協議をして進めていくべきだと思いますけれ

ども、その点いかがでしょうか。 

○交通対策担当部長 納車の時期なのですけれども、

運行開始が１０月１９日から１０月２６日にとい

うことなのですけれども、納車自体は１０月１９

日か２０日ぐらいには入ってくるという話ではあ

るのですが、そこから先ほど小林委員もおっしゃ

っていたように、運転手さんのやっぱりしっかり

とした確認だったりとか、そういう準備をした上

で運行をスタートさせるということで、１０月２

６日にしているところでもございます。 

  いろいろ不手際あったのですけれども、安全な

状態で運行させるということを第一に考えていく

べきだと思いますので、今回ちょっと時間も掛か

っているところではございますけれども、御理解

いただきたいというふうに考えます。 

○小林ともよ委員 そうしますと、運転手さんが、

乗車の際はお手伝いしていただけるということに

なるのでしょうか。 

○新たな交通担当課長 運行事業者さんは乗客のお

客様の体に触ったりというのは、基本的にはやは

りしていらっしゃらないということです。介助す

るにも、その場面場面で必要なところは、ドライ

バーさんも臨機応変にやるという話ではあるので

すけれども、リフトの上げ下げとかというのは当

然ドライバーさんがするのですが、やはりそこに

乗せるというところまではやるのですけれども、

例えばそこまでの経路、介助するとか、そういっ
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たところまではやはりドライバーさん外に出て、

ずっと遠くまで行くということはできないので、

その辺の運用が、乗る方に注意する必要があると

いうふうに考えております。 

○小林ともよ委員 ちょっと今分かりづらかったの

ですけれども、車椅子を押してリフトに乗せると

ころまでは手伝ってくれるということでよろしい

ですか。 

○新たな交通担当課長 おっしゃるとおりです。 

○小林ともよ委員 そうですね、それであればいい

とは思うのですけれども、誰も手伝わないような

形で車椅子の方がリフトを利用するということで

あれば、安心して乗車できないのではということ

で、協議会の方たちも心配しております。 

  新車両運行開始１か月は、区もきちんと視察な

どしてしっかり運行できているかどうか、人を付

けて見ていただきたいという要望も出ていますけ

れども、いかがでしょうか。 

○新たな交通担当課長 運行上、添乗員みたいな形

でずっと付けるかどうかというのはちょっと分か

らないのですけれども、これまでも運行計画が変

わったときに、前の運行の経路に間違って行って

いないかとか、そういったところは区の職員の方

も、切替えの段階で、現地で確認をさせていただ

いたりしておりますので、ちょっと何らかの形で、

新しい車両がきちんと運行できているかどうかと

いうのは確認させていただきたいと思っておりま

す。 

○小林ともよ委員 車椅子の方は毎回利用するとも

限りませんので、しっかりそれは連日入るような

形で、そういった方がきちんと乗れているかどう

かという確認を区が責任を持って行っていただけ

ればと思います。 

  あと、今「花畑ぐるりん」は、停車スポットの

調整など地域の方がやっていまして、その都度時

刻表の改定とか路線図の変更などをつくり直して

配布するとか、またホームページの更新など、多

くの業務をボランティアで負担しています。前回

の委員会では、消耗品や資料印刷代、会場使用料、

あと交通費など、協議会運営費として６０万円ま

で使えるという報告がありましたけれども、今回

のように急遽チラシをつくらなくてはならなくな

ったですとか、そういったものを頻繁に作成して

いて、自分たちで作成するのが大変だから外注し

ようと思うと、これでは足りないという声が届い

ています。 

  また、協賛金を集めて協力者に謝礼金など支払

おうとしても自由には使えず、協賛金は区の負担

を軽減するためにしか利用できないということで、

もし運行経費が１５０万円で収まっている場合は、

協賛金は区が協議会運営費として認めていないよ

うなものにも利用できるようにするべきと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○新たな交通担当課長 花畑地区に関しましては、

まだ協賛金を集めたりというところのスキームま

では行っていないところだと思うのですけれども、

「チョイソコ×せんじゅ」なんかで言いますと、

協賛金を集めた場合は、やはり１,６５０円という

１人当たりの区負担額を、本格運行に向けて達成

するというのが第一目標ですので、今は運行経費

にそれを充てるというような現状でございます。 

  今後、協賛金の集め方ですとか、区の方の歳入

に入れるような区が関与して集める方法にするの

か、それとも地域の活動の中で協賛金を集めるか

とか、いろいろな方法があるかと思いますので、

もうそういったところも含めて協議会の皆さんと、

ちょっと一旦御相談をさせていただきたいと思っ

ております。 

○小林ともよ委員 是非、これ人件費などには使え

ないということで、協力も頼みづらいという声が

出ておりますから、その辺、どういった集め方を

すれば、そういった人件費などに使えるようなも

のになるのかということを、きちんと協議会の方

と相談していただければと思います。 
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  それと、「花畑ぐるりん」の方の協議会のメン

バーが今一番心配していることは、今の乗車人数

というのは放っておいて増えているわけではなく

て、様々な周知活動を協議会が頑張ってやってき

たからだと思うのです。これをずっと続けること

はできないというのが、協議会の方の本音であり

ます。本格運行になった際には、どこまで区が周

知活動などに責任を持ってくれるのかと、そして

自分たちの活動が、本格運行になったことで、一

旦休むという形になるかとは思うのですけれども、

利用者の人数が減ってしまったらまた廃止されて

しまうのではないかという心配があるということ

で、そういう声が届いているのです。 

  「花畑ぐるりん」を本格運行後も継続して運行

していくために、区はどのような役割を担ってい

くのか、協議会に早急に示して安心させていただ

きたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○新たな交通担当課長 地域内交通導入サポート制

度の手引き、ルールに関しますと、本格運行移行

後も利用者増加に向けた周知活動ですとか、あと

３か月ごとに運行状況を確認するとか、そういっ

た形が協議会の役割の中では書いてあります。適

宜利用状況を確認して、区の方も運行内容の改善

に向けた助言ですとか協力、あとは周知とか、そ

ういったものに関しても、例えば運行計画が変わ

って全戸配布するようなものですとか、そういっ

たものについては基本的には区の方でもやってい

く予定で考えておりますので、そういった面で特

段区と関係がなくなるとか、区の方で役割が減っ

てしまうとかということではなくて、引き続き、

区の方も可能な協力をしていきたいというふうに

考えております。 

○小林ともよ委員 ただ、もう今の状況では区の方

の協力が足りていないというのが、協議会の方の

思いなのですよね。すごくもう大変過ぎて、これ

以上、いつまで続ければいいのかというのが、本

当に皆さんの心配事でありますし、協議会として

も、そんなに継続してやってくれるような新しい

人が見つかるわけでもありませんし、今の同じメ

ンバーでやっていくというのは限界があるという

ことですので、そういったことも考えて、区がこ

の地域内交通をどう継続していくのか、そのため

に区はどういった役割をしていくのかということ

はしっかり協議会と確認をして、協議会ではここ

まではできるけれども、あとは区でやってくださ

いというようなことがあれば、それに応じるよう

なこともすべきだと思うのですけれどもいかがで

しょうか。 

○新たな交通担当課長 サポート制度は全体に関わ

るような話でもあると思いますが、花畑地区の皆

さんとまた御相談して、本格運行が見えてきたと

ころが最近になってのことですので、今後、本格

運行後の取扱いというか関係性とかにつきまして

も、御相談させていただきたいと思います。 

○小林ともよ委員 是非よろしくお願いします。 

  そして次に、らくだ扇についてですけれども、

スポットの足元の表示が緑色で、★★は赤で目立

つけれども色は変えられないと、事前の聞き取り

で分かっていますが、せめてサイズを大きくして

もらえないかという声があります。大きくするべ

きと思いますが、いかがでしょうか。 

○新たな交通担当課長 各スポットの止めていいか

どうかというところは、警察協議もしているとこ

ろです。道路の規制の表示とか、そういったもの

を誤認しないようにとかというようなことは警察

の方からも言われていますので、色味ですとか大

きさとか、そういったところは警察とか道路管理

者とも御相談しながら、なるべく見やすいように

というのは工夫していきたいというふうに考えて

おります。 

○小林ともよ委員 この地域内交通は、本当に圧倒

的に高齢者の方が使うことが多いと思うのです。

「チョイソコ×せんじゅ」の方もそうなのですけ

れども、やっぱりちょっとスポットが分かりづら
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いという声は「チョイソコ×せんじゅ」の方から

も出ておりますので、こちらの方もなるべく目立

つような大きいサイズで掲示できるようにしてい

っていただきたいと思います。 

  それと、地域内交通全体に関わることですけれ

ども、国土交通省が出している「交通空白」解消

に向けた取組方針２０２６（案）というものがあ

ります。そこには、５本の矢が示されていて、地

域輸送資源のフル活用への制度的支援、計画策定

から実証・実装に至るまでの切れ目のない十分な

財政支援、官民連携、地域連携を促進する基盤整

備、地域交通ＤＸ等による先進技術導入の環境整

備、観光を起点とした地域交通の持続可能性の強

化が５本の矢だということで示されています。こ

ういったことを考えると、やっぱり交通対策課だ

けではなくて、縦割りではこれはできないと思い

ます。 

  例えば、福祉部ですとかまちづくり、プロモー

ション、観光交通などとしっかり連携をして、予

算をもっと充実させていくことが区に求められて

いると思いますがいかがでしょうか。 

○交通対策担当部長 国交省が出しているというこ

とですので、全国的な中での地域交通についてと

いうことで理解させていただいているところでご

ざいます。また、都内は都内で、足立区特にそう

ですけれども、事情が異なってまいります。 

  そうした中でございますので、足立区として地

域内交通をどういうふうに捉えるかということを

しっかり整理した上で、対応していきたいという

ふうに考えております。 

○小林ともよ委員 先ほど他の委員からの質問でも、

タクシーの料金が値上がりした場合、足立区の予

算も増えていくのかということでは、そうとは限

らないというような答弁だったと思うのですけれ

ども、その辺はしっかりと、そういったことには

対応をして、年金生活者の方は年金が増えており

ませんので、大変厳しい状況になると思いますの

で、きちんと区の方でその辺は予算を付けていく

という方向で検討すべきだと思うのですけれども、

いかがでしょうか。 

○都市建設部長 国が示している方針は全国的な話

なので、その地域ごとにやっぱり環境が違うと思

います。今、年金の話が出ましたが、私が★★そ

の分払うということは決してここでは申し上げら

れませんが、足立区内、まだ交通空白といいまし

ても、基幹となるバス路線であったりとか鉄道網

がしっかりしていますので、その中で地域内交通

サポートというものを入れておりますので、そこ

は当然全く考えないということではないのですが、

そういった国の方針についてはちゃんと注視しな

がら、区としてどういった施策が正しいのかとい

うのは考えていきたいと思います。 

○はたの昭彦委員 よろしくお願いします。 

  私の方からは、足立区交通安全計画の令和７年

度の取組結果についてというところで何点かお聞

きしたいのですけれども、４ページの自転車事故

の原因というところであるのですけれども、運転

操作の誤りによる事故が最も多いということがあ

るのですが、車の運転で言うと、運転操作の誤り

というとアクセルとブレーキを踏み間違えるとい

うのはあるのだけれども、自転車での運転操作の

誤りというのが、私の中であんまりイメージ湧か

なかったのですけれども、これどういうことを表

しているのでしょうか。 

○交通対策担当部長 そうですよね。自転車の場合

というのをちょっと確認してみますと、慌ててし

まってハンドルを切り過ぎて転倒するであったり

とか、スピードが出ているときだと思うのですけ

れども、急ブレーキを掛けて、急過ぎてスリップ

をしてしまうとか、そうしたことで事故につなが

っているというような状況があります。 

○はたの昭彦委員 それと、あとこの中には、交差

点の安全進行違反というのがあるのですけれども、

普通に信号無視すれば、信号無視ということで出



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 １８  

 

てくるのだけれども、この交差点の安全進行の違

反というのは、具体的にはどういうことなのでし

ょうか。 

○交通対策担当部長 安全進行、いろいろなところ

での言い方がありますので、例えば信号のない交

差点で左右の確認ですとか、歩行者ですとかを確

認しないままに出てしまうとかということは、当

然安全確認……。 

○はたの昭彦委員 それは、一時不停止なのではな

いですか。ただ交差点で斜めに渡るとかそういう

ことなのかなと、私は思ったのだけれども。 

○交通対策担当部長 ちょっと確認してみます。確

認させてください。 

○はたの昭彦委員 分かりにくいなというのもあっ

て言ったのですけれども、その上で、この死傷者

の数とか、重傷者数とか、数字があるわけですけ

れども、これは自転車を運転している方が事故に

遭遇して、こういったけがをしたのか亡くなった

のか、それとも自転車を起因として歩行者が巻き

込まれてけがをしたのかというのが、どちらなの

かなというのが、この表からでは分からないので

すけれども。 

○交通対策担当部長 そこはちょっと確認させてく

ださい。 

○はたの昭彦委員 何でこんなこと言うかというと、

私は車を運転していて、自転車が無謀な運転をす

ると危ないなと思うのだけれども、歩行者からす

れば、自転車が歩道の中でスピード出して走って

いると、歩行者はやっぱり危険を感じるわけです。

そういう中で歩行者の安全を、義務者というのは

自転車の方になるわけだから、そういう自転車の

走行によって事故の加害者になってしまうという

ことを、やっぱり自転車を運転する人にも理解し

てもらうためには、これどちらに起因しているの

かということは分かった方が、運転者にとって警

告になるのではないかなと思ったので、そういう

ふうに申し上げました。 

  それと、この表で違反なしで、死者とか軽傷者

数というのは、これが例えばどうなのかなと。普

通に、自転車は違反しないで走ったのだけれども、

車に跳ねられたとか、事故に巻き込まれたという、

これはそういうことなのかなというふうに思った

のですけれども、そういう理解でよろしいでしょ

うか。 

○交通対策担当部長 私も、はたの委員おっしゃる

とおりだというふうに考えております。 

○はたの昭彦委員 ★★、分かりやすく是非掲載を

していただきたいなということと、あと５ページ

の方で、交通安全普及啓発活動ということで高齢

者・大人向けの交通安全講話ということで、年を

追うごとに回数が増えているというようなことで、

いろいろ努力をされているのだと思うのですけれ

ども、具体的に令和７年度、２７回でどれぐらい

の大人の方が参加をしたのか、お分かりでしょう

か。 

○交通対策担当部長 回数の方、記載させていただ

いているので、ちょっと今資料が手元にないので、

確認させていただきたいと思います。こちら先ほ

どちょっとお話しさせていただいた、会計年度職

員の方で、住区センター等回っているものでござ

います。 

○はたの昭彦委員 これもどうしてこんなこと言う

かというと、先ほどお話もあったように、高齢者

の事故というのはやっぱり一番多いわけですよね。

子ども向けについては、交通安全教育ということ

で、教育を主としてやっているのだけれども、こ

こはもう安全講話ということなので、お話なのだ

ろうと思うのですけれども、やっぱり教育的な内

容とかで、ただ高齢者になると体の衰えとかある

ので、自分が渡れると思っても、思ったように足

が動かなかったり、あと３０メートルか５０メー

トル先に横断歩道があるのだけれども、あそこま

で行くのは大変だからつい渡ってしまうとかとい

うのもあると思うのだけれども、そういう安全講
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話だけではなくて、教育的な道路交通法の理解と

かを含めた、教育も含めたお話というのをもうや

っていくべきではないかなと思ったのですけれど

も、その辺についてはどうでしょうか。 

○交通対策担当部長 そうですね、先ほど来、そう

いったお話もいただいておりまして、青切符に伴

ってのチラシ、リーフレット等もつくらせていた

だいて、そういったものを使って、高齢者向けに

も交通講話を実施させていただいております。ま

た、先日の区民まつりの中でもシミュレーターを

置かせていただいたのですけれども、多くの高齢

者の方にも、体験いただいているところでもござ

います。 

○はたの昭彦委員 高齢者だけではなくて、現役世

代の方で、ちょっと後ろにお子さん乗せている方

が右側を自転車で走っているとか、やっぱり私は

車の運転者なので、もう普通に止まると、止まる

のですけれども、普通は左側通行なので、左側か

ら来るのが多いけれども、右側から来るというの

は非常に危険性を感じて、その場合、事故を起こ

したらやっぱり車の運転手の方が責任大きいので、

お互いに気を付けていかなくてはいけないなと思

うのですけれども。 

  あと、７ページの方に、シェアサイクル事業の

推進ということで、令和６年度から令和７年度に

掛けて、かなりのポート数の設置ということで、

前にも申し上げたのですけれども、そのポート数

の数と自転車台数の関係で、借りようと思っても

なかなか返す場所がないということで、特に駅前、

駅の周辺というのは非常に利用者数が多いので、

やっぱり駅に行くために利用するという方が非常

に多いと思うのです。そういう中で、返さないと

借りられないというのが非常にネックで。私も借

りるときは、必ず返せる先が空いているかどうか

を確認してからでないと借りられないので、その

辺のポート数と実際に走っている自転車の台数の

関係では、例えばポート数の何割は自転車という

のはあるのでしょうか。 

○交通対策担当部長 ちょっとそこのところは確認

してみたいと思うのですけれども、今、はたの委

員おっしゃっていただいたとおり、やっぱり駅へ

の乗り入れしたいというようなお客さんが非常に

多くて、そこについては、ラックを新しいものに

するというような形で、例えば今５台分しか止ま

れなかったところを、互い違いのものにすること

で７台止められるようにするとか、そうしたこと

の改修等は実施させていただいておりますので、

意見を伺いながら適宜進めていきたいと、事業者

とも協力していきたいというふうに考えておりま

す。 

○はたの昭彦委員 それと、私も先ほど言ったよう

によく利用するのですけれども、★★、自転車の

管理ということでいうと、借りる自転車がことご

とくエアーが入っていないということで、それに

ついては、やっぱり安全運転につながるというこ

とでもあるので、しっかり事業者の方にそういう

管理をするように伝えていただきたいなと思いま

す。 

  それと、ブルーレーンの設置については計画的

にというお話なのだけれども、既にブルーレーン

が設置されているところの管理とかが非常に薄く

なっているところがありまして、具体的に言うと、

こども家庭支援センターの前のブルーレーンなん

かは非常に色が薄くなっていて、普通、道路の白

線とかありますよね。ああいうのとは、塗料自体

が違うのかなという感じがするのです。だから、

色落ちが激しいのかなと思うので、是非そういっ

た管理の方の体制も充実させていただきたいと思

います。要望として申し上げます。 

  最後に、このパブリックコメントの実施という

ことで、この報告の方には、実際にこの第１２次

足立区交通安全計画の冊子というのですか、これ

の配布場所というのはここには書いてあるのだけ

れども、ホームページを見ると、どこにも書いて
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いないのです。同じ日程で行われる介護保険の事

業計画の方には、ちゃんと窓口でとかしっかり出

ているので、その辺は是非統一性を持ってという

か、ホームページ見て、どこでもらえるのかなと

分からないと、ＩＣＴ化が進んでいる中で是非そ

れの改善はお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○川村みこと委員 私からも「花畑ぐるりん」の件

について、少しだけ触れておきたいと思いますけ

れども、初めに山田会長の御逝去に際して、心よ

りお悔やみを申し上げたいと思います。また、生

前、多大なる御功績に深く感謝を申し上げたいと

思います。 

  「花畑ぐるりん」の件は、長井委員からも小林

委員からも私が伺いたいことは聞いてくださいま

したので、少しにしたいと思いますけれども、区

の負担額が３期は１,６６６円ということで、かな

り目標の額にもほぼおおむね満たしているという

ことで、これはすばらしいことだというふうに認

識しております。ここまで来たら、やはり今後、

先ほども皆さんから質問出ていましたけれども、

土曜運行をしていったりとか、更なる次のステッ

プに進んでいくのだろうというふうに認識をして

おりまして、一般質問でも取り上げさせていただ

いた運行経費１５０万円の部分が、やはり実績に

応じて見直していかなければならないのだろうな

というふうに思っております。 

  そこのところについて、改めて今の区のお考え

と、今後の意気込みを聞かせていただきたいと思

いますけれどもいかがでしょうか。 

○新たな交通担当課長 運行経費は、現状月１５０

万円ということでさせていただいておりまして、

制度をつくる段階でも他自治体ですとか、状況を

確認したりしながら設定をさせていただいたとこ

ろです。ただ、先ほどタクシーの運賃が上がった

りですとか、いろいろな経費が上がったりとかと

いうような状況はあると思っております。なので、

ここは実際の運行ですとか社会情勢なんかを見な

がら、そこは適宜、見直しは行っていきたいと考

えております。 

○川村みこと委員 分かりました。 

  交通を充実させるということは、やはり福祉に

もつながっていくというところもありますから、

その点も踏まえて、是非柔軟に御対応いただきた

いというふうに思っております。 

  「花畑ぐるりん」の件は、今回はこの辺にした

いと思いますけれども、少しだけ地下鉄８号線の

整備促進に向けた促進大会の件について伺いたい

と思います。これ、引き続き今年もということだ

と思いますけれども、区の皆さんには梅まつりな

どのイベントなどで、地下鉄８号線の周知、頑張

っていただいているということは私も認識してお

りますけれども、やはりこの地域に住んでいらっ

しゃる中でも特に現役世代の方では、まだまだ周

知が難しい部分があるなというふうに感じている

ところであります。こうやって毎年大会をやって

いくというのは、これが１つの周知にもなります

し、地域の皆さんが結束して、新たな、また決意

を改めて頑張っていこうというふうになるとは思

うので、別に否定するものではないのですけれど

も、毎年ほぼ同じ内容を町会・自治会の代表者さ

んとか、そういったところでやっていても、なか

なか新たな世代には浸透していかないというとこ

ろが課題かなというふうに思っておりまして、こ

の促進体系をどうやってもっと新たな方々のへの

周知にもつなげていくのか、そういったところも

伺いたいと思いますがいかがでしょうか。 

○新たな交通担当課長 昨年度から、区の方での促

進大会も再開をされたところでございます。現役

世代の方ですとか、若い方とか、そういった方に

なるべく分かっていただけるようにするために、

今回は小学生からの動画メッセージということで、

撮るに当たっては２校ぐらい考えているところな

のですけれども、全校集会とかで、地下鉄８号線
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の取組なんかを紹介させていただいて、それでメ

ッセージを撮ろうということで進めさせていただ

いたりとか、あとは、先日の区民まつりの中でも

ブースを設置して、通り掛かる方、結構若い方に

も声を掛けさせていただいて、地下鉄８号線クイ

ズとかをやっていただいて、記念品をあげたりし

ているのですけれども、そういうところで周知を

進めていきたいと思っておりますし、また、地域

内の全戸配布のニュースのようなものもやはり進

めていきたいというふうに考えておりますので、

そういったところで、なるべく皆さんの目に留ま

っていただけるように進めたいと考えております。 

○川村みこと委員 分かりました。 

  小学生からの動画メッセージが新たにあるとい

うことで、それはいい取組だなというふうに思い

ますけれども、昨年の参加者を見ていても、なか

なか現役世代の方は多分見当たらなかったと思う

のですよね。ほとんど。今回、動画メッセージも

あるということですから、もうちょっと現役世代

の方が参加してくれたらいいなというふうに思っ

ておりますけれども、そこについては是非、まだ

これから１か月半ぐらいありますか、まだまだＳ

ＮＳで周知とか様々できることあると思いますの

で、是非少しでも興味を持っている多くの方に、

幅広い世代の方に来ていただけるような取組を進

めていただきたいと思います。 

  それから、これだけ多くの方に集まっていただ

いているので、例えば有志でも構わないと思うの

ですけれども、このままどこか街頭などに移動し

て、周知活動を皆さん一緒にやってくださる方を

募るとか、そういったこともできるのではないか

なというふうに思います。 

  この促進大会、せっかくあるのですから、もっ

ともっとそれを周知につなげられるような取組を

是非していただきたいと思いますので、これは来

年以降もというところも含めて要望させていただ

きたいと思います。 

○杉本ゆう委員 私からは、まず花畑地区交通協議

会の山田会長の御逝去に対して、お悔やみを申し

上げます。これまでにいろいろと区の交通対策に

対して御協力いただいた、その多大なる貢献に対

し、敬意を表したいと思います。 

  その点に関して、まず花畑の話から出ましたの

で、花畑の話からなのですけれども、この花畑、

やっといい具合に、１人１件当たりの負担額がだ

んだん現実的な数字になってきたと。その前のブ

ンブン号のときから考えたら、ここまでの道のり

長かったなという感じがするのですけれども、そ

の乗降場所の件とか、ここら辺はもう本当にトラ

イアンドエラーで、皆さんが不便でこっちの方が

いいよという意見をどんどん聞いていただいて、

柔軟に対応していただければいいかなと思うので

すけれども、現状として、今だんだんよくなって

いると思うのですけれども、このよくなってきた

原因というのはやっぱり周知徹底というか、皆さ

んがその認識をしたからという認識でいいのです

か。どうでしょうか。 

○新たな交通担当課長 大きな運行計画の変更のと

きには全戸配布もしておりますし、地域協議会の

方々も非常に頻繁にいろいろな関係する施設とか、

そういったところにチラシなども配布していただ

いたり、そういった活動が周知につながったとい

うふうに考えております。 

○杉本ゆう委員 分かりました。 

  ですので、またこれからもその地域の方のお声

を聞いていただいて、ちょっとその他細かいトラ

ブル、いろいろ経費の面とか、いろいろちょっと

地域の人に求められているものあると思うのです

が、ここであえて細かい話はしませんが、せっか

くこの区の交通行政に対して協力的に対応してい

ただけているわけですから、是非地域の方が必要

としているもの、例えば印刷費であるとか、そう

いった細かいところも是非サポートしてあげてい

ただけるとうれしいなと、これは要望で結構です。 
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  続いて、同じような話で、いよいよ扇地区の方

で始まるらくだ扇なのですけれども、らくだ、そ

のアクセント、言い方は分かりませんけれども、

これ以前の、もう去年とかおととしの交通委員会

でも出ている話なのですが、やっぱりこの実験期

間の曜日設定で、月曜日・火曜日・金曜日と週３

日と。そうすると、やっぱり水曜日・木曜日に病

院に行く人たちどうするんだという議論が、多分

これ２年前も同じ話が出ていて、やっぱり実験す

るのだったら、せめて土曜日・日曜日はお休みで

すよというのは何となく理解できるので、平日は

週５日で運行しますよ。 

  例えば、これ結構長いではないですか。１月か

ら始まって１２月まで、約１年ぐらいある。もし、

もちろん限られた経費でやらなくてはいけないの

で、だとしたら少し短くしてでも日数を増やすと

か、もうあるいは、この前の予算決算委員会のと

きから言っていますけれども、是非、交通対策担

当部長の方から、週５日にするにはあと幾ら足り

ないんだというのを表明していただいて、ちょう

ど副区長もいますので、そういった状況を聞いて

いただいた上で、やっぱりこれ実験をするのだっ

たら、週５日でやってみないことには、それこそ

週３日でやっていると、何だ週３日しか走ってい

ない、朝から昼しか走っていない、何だ不便では

ないかというイメージが付いてしまうと、本来乗

ってくれるはずだった人も乗ってくれなくなっち

ゃうと思うので、今自分のアイデアの中で現実的

な案としては、限られたお金でやりくりしなくて

はいけないのだったら、ちょっと期間を短くして

週５日でやってみたらという提案か、あるいは思

い切って副区長もいますので、あと幾ら足りませ

んというのをちょっとＥＢＰＭに基づいて言って

いただく方がいいかなと思うのですけれども、ど

うでしょうか。 

○交通対策担当部長 一部、千住のチョイソコをや

ったときのことも少しあるのですけれども、ある

程度登録をいただいたという状況でスタートして

も、やはり周知がなかなかできていなくて、皆さ

んの利用が伸びていなかったというところもござ

います。 

  ただ、杉本委員おっしゃるとおりで、曜日を増

やしていくことで利用が伸びるというところもあ

りますので、協力いただくタクシーの事業者さん

もございますので、その方々もこういう運行に慣

れていただく必要があるということでは、そんな

に先ではなくて、ある程度近い単位で見直しもし

ながら、日数を増やせるようには考えていきたい

というふうには考えます。 

○杉本ゆう委員 分かりました。 

  期間中でもタクシー会社さんの方は対応してく

れるよとかそういうことであれば、今後より、も

うちょっと日数増やしますよとかそういう可能性

はあるということですか。では、決してお金が足

りなくてできないというわけではないのですね。

大丈夫ですか、そこら辺、確認お願いします。 

○交通対策担当部長 このまま１年ずっとやるとい

うことではないので、随時見直しをしてまいりま

す。 

○杉本ゆう委員 分かりました。 

  是非、この実験に関しては、この委員会で何年

間も出ているように、ちゃんと実際の現状に近い

形を再現しないとやっぱり実験にならないと思う

ので、また今、交通対策担当部長がおっしゃって

いた実際その地域、扇の地域なんかも、扇、本木

ですよね。★★の地域なんかは道が狭いので、や

っぱり実際に走る方に慣れてもらうという点では、

確かに最初週３日でまずは試運転というのは今理

解できましたので、これでずっと１年間というこ

とではなくて、そのときその都度弾力的に対応し

ていただけるということを聞いて安心しました。

そこを是非お願いします。 

  それで、副区長も始めましてもし予算的にきつ

いということであれば、そこはちょっと財政課に
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もちゃんと言って弾力的に対応していただければ

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

  次、移ります。 

  自動運転バスの件なのですけれども、今日展示

会、早速私も見に行きたいなと思うのですけれど

も、ごめんなさい、ここはちょっと私、理系方面

というか科学技術は素人なので、もしかしたら、

すみません。見当はずれで重箱の隅つつくような

話で申し訳ないのですけれども、これＡＩに実際、

道走らせてみて、学習させますと書いてあるでは

ないですか。この時期見ると、これ１１月から年

明けの１年で一番日が短い時期走りますよね。午

後５時までと言っても、夏の５時と多分１２月の

５時は全然暗さが違うと思うので、さっき言った

今日自転車の問題です。足立区の自動運転で、多

分一番気を付けなくてはいけないのは、突然自転

車が飛び出してきましたとか、そういう系の事故

で、この前からもうずっとお話ししていますけれ

ども、せっかくこれ自動運転やって、せっかくこ

れからいろいろ実証実験もやって、区民の皆さん

にプラスになるようにやろうと言って、どこかで

やっぱり事故起こしちゃって、１回中止になっち

ゃったところあったではないですか。 

  だから、そういうのが一番やっぱり残念な結果

になってしまうので、どうなのですか。ごめんな

さい、ここら辺はテクニカルな部分なのですけれ

ども、そういった不安を個人的にちょっと感じて、

重箱の隅つついているような質問だったら、この

点に関しては申し訳ないのですけれども、そこら

辺のちょっと今、素人としての不安を感じたので

すが、いかがでしょうか。 

○新たな交通担当課長 実際に、お客様を乗せて運

行し始めるのは２月からを予定していて、そこは、

その後ずっと年間を通じてやっていくということ

なのですけれども、今回１１月から１月までの期

間、確かに季節的なものもあるとは思うのですけ

れども、そこはこれまで、全国で実証実験なんか

もやっておりますシステム事業者さんと相談した

上で、この期間やるということになっていますの

で、時間も含めて、そこは大丈夫というふうに考

えております。 

○杉本ゆう委員 分かりました。その点に関しては、

素人の余計なお世話だったという点で理解しまし

た。大丈夫です。 

  最後１点、すみません、後ろから前に戻ってい

ますけれども、一番最初の第１２次足立区交通安

全計画の件ですけれども、先ほど来、自転車の話、

先ほどダッチリーチの話も出ましたけれども、毎

回、ここでもまた話していますけれども、やっぱ

り一般の方の自転車のルールに対する周知という

のが決定的に、いや別に皆さんがサボっていると

かそういう話ではなくて、ちゃんとやってくださ

っていても、やっぱり通じていない。 

  ここでも、交通安全啓発活動といろいろ書いて

いますけれども、今日も、ここ来る前に裏の区道、

足立高校の前あたり、五、六十代の女性が自転車

逆走してやってきて、車は一方通行の狭い道です。

逆走してやってきて、よけようと思ったら今度、

当然反対側、右側からも当然通常どおりに★★、

右と左から両方から自転車が来て、完全に１回車

自分で止めたのですけれども、そういうことが多

分、全然知らないのだと思うのですよね。これ、

ちょっとこの中で、ごめんなさい、これできるか

どうか、可能かどうかちょっと皆さんで判断して

いただきたいのですけれども、これは多分啓発活

動だけしていても、結局足りなくて、かと言って

警察に取り締まってくださいというのもなかなか

非現実的だという話、多分今までの議論でもして

いたのですけれども、これ、例えばたばこのポイ

捨てとか、北千住とか竹ノ塚駅前の客引き禁止み

たいな感じで、誰かしらに注意してもらうぐらい

の活動できないものか、例えばただ、今言ったよ

うなスポットだと、人が歩けばいいですけれども、

道の場合だと、人が歩いても足立区広いので、カ
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バーできる話ではないですけれども、青パトとか

あるではないですか。あれ、ふだん夜走らせてい

ますけれども、昼間で結構空いている車両とかあ

ったら、昼間ちょっと貸してよと言って、借りて

走って巡回して、逆走している人とかいたら、「逆

走です。こっち走ってください。」というのは言

えないものかという、逆にこちらが積極的に関わ

っていかないと、みんな分からないのではないか

なと、やっぱりみんな１回怒られるとか注意され

るとかしないと記憶に残らないのではないかと思

うのですが、どうでしょうか。 

○交通対策担当部長 先ほどもちょっと申し上げた

のですけれども、区の方で委託契約しております

指導員の方が３人１組ということで、今、杉本委

員おっしゃっていただいたような状況の場で、例

えば交差点とかで自転車の通行を、スピード出し

ているなとかいったら、旗の大きいので止まって

くださいというような形でやりながら、今何がこ

うだったんですよというようなことをお知らせす

るというのですか、注意をさせていただくような

形の取組は今やらせていただいているところでご

ざいますので、昼間の青パトみたいな形での周知

というのも、どういう形だったらできるのかとい

うのはちょっと考えさせていただきたいと思いま

す。 

○杉本ゆう委員 そうですね、是非そこら辺、やっ

ぱり積極的に、別に捕まえて、交通違反金取りま

しょうという話ではなくて、まずやっぱり注意、

でも人間、やっぱり注意されれば、１日ぐらいは

多分落ち込むかなと思うので、今日やってしまっ

たと落ち込むかなと思うので、そのパトカー的な

車から注意されれば、それなりにグサッと刺さる

と思うので、やっぱりそういうのはやった方がい

いのかなという、表現が今ちょっと難しいのです

が、やっぱりある程度、今とにかくこういうルー

ルになっていますから、その運転の仕方は違反な

のですよというのをお伝えしてあげる方がいいの

かなという気がしたので、それ是非やっていただ

くというのは、何でかというと、さっきのダッチ

リーチの話ではないですけれども、ちょうど、も

うこれ毎回同じこと言っていて、この区役所の区

道、足立高校前の道、とにかくいつも怖いのです。

しかも、あそこ当然足立区役所の公用車いっぱい

通るではないですか。どこかで公用車が自転車と、

今日、市川委員がおっしゃってくださったような

事故、公用車で起こっちゃった場合にもうこれ大

ニュースですよ。また工藤副長、前面に出て何か

記者会見やらなくてはいけない感じの事件になっ

ちゃうではないすか、一般の車と違って。 

  だからこそ、なおさら、ある程度多分皆さん、

交通対策の所管の皆さん、どこら辺が自転車が多

いとか危ないという、それなりにリサーチとか分

かっている地域あるではないですか。まず、そう

いうところからでもやらなくてはいけないかなと

思いますけれども、今日いや、いつも思うんです。

公用車いっぱい走って、ここでそのうち、高校生

とかとコツンとぶつかっちゃって、高校生けがで

もしちゃったら、何か区役所側の方が圧倒的に立

場弱いのだろうなという気がしたので、その点、

是非、もうそのリスクが分かっているわけですか

ら、そういう対応したらいいかと思うのですけれ

ども、もう今日質問これだけにしますけれども、

どうでしょうか。最後、それをお願いします。 

○副区長 実は、通勤のときに自転車で事故という

のは、結構職員多いんです。ですから、やっぱり

そういったこともしっかり注意をするのと、あと

今、杉本委員の方からおっしゃられた重点地区、

そこからスタートするのは非常に有効な方法だと

思いますので、事故の多い場所ですとか、そうい

った危険なところをまずちょっと洗い出して、そ

こから始められればなというふうに思っています。 

○吉田こうじ委員 すみません。交通の委員でもあ

るので、質問をさせていただきます。委員として

質問をさせていただきます。 
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  ちょっとその前に１点、「チョイソコ×せんじ

ゅ」の場合、例えば１日２０件の利用があった場

合に、実際に動くタクシーの車両というのは２０

台ということではなくて、ここは乗り合い型だと

思うのですけれども、大体その乗り合っている割

合というのは、どのぐらいになっているかという

のはつかんでいらっしゃいますでしょうか。正確

な数字ではなくて結構です。 

○新たな交通担当課長 ちょっとすみません、正確

な数字が分からないのですけれども、結構乗り合

っている記録は見た覚えがありますので、１日当

たり、ちょっと何件かというところの数字はすみ

ません、確認させていただきたいと思います。 

○吉田こうじ委員 たまたまそこの時間に予約がな

い、タイミングが悪い場合は、お１人で１台を最

後までという可能性も、もちろんあるということ

でよろしいのでしょうか。 

○新たな交通担当課長 経路によっては、１人で最

後まで行くというような形になります。 

○吉田こうじ委員 分かりました。 

  ちょっと先ほど来、いろいろお話が出ています

１人当たりの１,６５０円という金額が、やはり金

額設定が妥当なのかどうかというのを、やはり、

今後やっぱり検討していかなくてはいけない話な

のかなと思うのです。というのは、お１人で例え

ば往復使った、一月に何十回も乗ったという方に

は多くの税金が投入されているわけです。その分、

その地域に住んでいながら、交通を知らない方に

とっては全然、税金というのは投入されていかな

いという、これはもうこの交通対策の場合は当た

り前の話だと思うのですけれども、これ、まちづ

くりとか交通対策というのを、単純に私は、その

費用対効果という一言で済ましていい話ではない

のではないかなというふうにも、ひとつ、これは

私の意見としては思っております。 

  それで、今回の今行っております地域内交通導

入サポート制度というのは、これ導入されたとき

に委員会、また議員の方に説明していただいたの

は、やはりブンブン号のこともございましたけれ

ども、地域の方が主体となって、その地域の御自

身たちの地域の交通を進めていくのが、一番長く

持続した交通網として地域の小さな交通を続けて

いけることなんだということを、他自治体から学

んだので、この制度を導入させていただきました

というふうな説明をいただいたと思うのですけれ

ども、この辺の認識は間違っていないでしょうか。 

○交通対策担当部長 吉田委員おっしゃるとおりで

ございます。 

○吉田こうじ委員 その場合、今まで私も何回も申

し上げてきたのですが、地域で交通を必要として

いる方というのは、高齢者の方であったり、足を

持っていない方、足を持っていないというのは要

するに交通の足を持っていない高齢者の方であっ

たり、障がい者の方であったり、あと子育て世代

の方であったりということだと思うのです。 

  ですけれども、実際に協議会にはそういう方た

ちではないのですよね。そういう方たちがいる地

域で、その意識を持った方たちにお声掛けをして、

協議会をつくっていただいているというのが、当

事者ではない方たちが使命感、ボランティア精神

を持って協議会をつくっていただいて進めていた

だいているというのが、私は現実だと思うのです。 

  そうした場合の協議会の方たちに、持続可能な

とさっきおっしゃっていただきましたけれども、

協議会の方たちの続けていくためのモチベーショ

ンというのは、どういうところにあるとお考えか、

ちょっとお聞かせいただきたいのですけれども。

続けていくためのモチベーションです。 

○交通対策担当部長 地域の皆さんは、やはり自分

たちの地域が便利になることというのですか、交

通が通って、また、その利用した方の声を伺って、

やっぱりそれでうれしくなるというのですか、そ

うしたことが一番のモチベーションの基になって

いるのかなということは、私なりには思っている
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ところでございます。 

○吉田こうじ委員 職員の皆さんはやはりお仕事で

すし、公務員としての使命感を持ってやっていた

だいていると。協議会の皆さんは、もちろん公務

員ではないのですけれども、公務員と同じような

気持ちでやっていただいていると思うのです。 

  そういう意味では、例えば、地域の方からの交

通に対してのクレームであったりとか、要望であ

ったりというのも、協議会の皆さんはそれをしっ

かりと受け止めて、より良いところに持っていこ

うとしている。だってそのモチベーションは何な

のかなと思ったときに、やはりそのまち自体に、

例えばにぎわいであったり、そういう方たちも一

緒に暮らせるいいまちなのだと、便利なまちなん

だから、もっともっと皆さんいらしてくださいと

か、そういったまちづくりという部分というのは

物すごく大きい、私はモチベーションの一つだと

思うのです。 

  そういう意味で、今回この協議会の皆さんが、

いろいろな意味でのまちづくりの足立区のトラス

ト制度の方にも応募されましたけれども、費用対

効果という一言で、その部分で却下されてしまっ

たということだったのです。それで、実際に却下

されて、今、公務員の皆さんが、例えばやっては

いけないことの一つに、立替えというのがあると

思うのです。 

  区の行政のお仕事の中で、御自身のお金、例え

ば郵便切手１枚でも自分で立て替えてはいけない

よというのは、公務員の皆さんのこれ鉄則だと思

うのですけれども、実際協議会の皆さん、立て替

えているのですよね。これ、この形というのは、

私はつくってはいけないと思うのです。 

  報酬ももらっていないで、ボランティア制度で

やっていただいている方たちに、立替えまでして

もらってというのは、本来区がつくった制度をや

っていただいているその方たちに対して、やはり

私は、その辺は誠実に対応していっていただきた

いなというふうにも思うのですけれども、１つ、

ただ長沢部長たちの所管にはそういう予算はない

というのは分かります。その全体を、交通網その

ものを進めていくための予算は、私はあるかもし

れないのですけれども、いろいろな意味で進めて

いくためには、やはり今日いらっしゃっています

けれども、障がい者施策であったり、高齢者施策

であったり、子育て施策であったり、まちづくり

施策であったりといういろいろな所管からお金を

集めて、私は予算を組んでいただきたいなという

のが１つ、現実的な課題としてあります。 

  やはり足立も横串を通したプロジェクトの政策

っていうのはあると思うのですけれども、私はこ

の交通網も１つのまちづくりという意味で、今後、

持続可能な交通制度を続けていくという意味では、

私はそういう予算組みというのは必要なのではな

いかと。区の皆さんが当初予算組むときに、綿密

に見積りを取って当初予算を組んでいっていただ

きます。途中で何があったときには、補正を組む

と。それができなかったときには補正で落とす。

でも、協議会の皆さんには、そういうことできな

いのですよね。だから、そこの部分を寄り添った

形で、特に立ち上げの部分に関しましては、寄り

添った形で予算を考えていただきたいなというふ

うにも思うのですけれども、この辺はいかがでし

ょうか。 

○副区長 「花畑ぐるりん」が走行した初日、私も

地域にお伺いしたのですが、皆さんお集まりにな

って、まちを盛り立てていこうということを見た

ときに、やはり単純にバスとかタクシーを走らせ

るということではなくて、まちのために皆さん頑

張っていただいているということがよく分かりま

した。そういった意味で、山田会長の御功績、そ

して残念ながら、お亡くなりになったことに対し

て御冥福をお祈りしたいと思います。 

  ただ、会長さんがお亡くなりになったのですが、

やっぱりこれから是非地域の皆さんと協力してい
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ただいて、発展させていくというのは非常に重要

だと思いますので、例えば概算払いをして精算で

きないかとか、何かそういったことも考えて、立

替払がないような形にできないか、少し検討させ

ていただきたいと思います。 

○吉田こうじ委員 ありがとうございます。 

  今、副区長から前向きな御答弁いただいたので

すけれども、是非、なかなかブンブン号で達成で

きなかった部分を、これでもかこれでもかという

ことで、協議会の皆さん、一生懸命やっていただ

いて、それこそ本当に仲よくして、一生懸命頑張

っていただいた山田会長の遺志を受け継いでやっ

ていただくのですけれども、やはり持続可能とい

う意味では、モチベーションという部分は限界が

あると思うのです。 

  その部分も、先ほどもそういうお話もありまし

たけれども、その辺は是非御理解いただいた上で、

他所管も巻き込んだような政策にちょっと膨れ上

がらせて、予算組みをしていただきたいなという

のを要望して、以上で終わります。 

○岡田将和委員長 他によろしいでしょうか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○岡田将和委員長 次に、日暮里・舎人ライナーの

混雑緩和に関する意見書についてを議題といたし

ます。 

  お手元に意見書（案）と、参考に執行機関の要

望書（案）を配付しております。 

  意見書（案）については、この内容で提出いた

したいと思います。 

  何かございますか。 

○白石正輝委員 副区長と交通対策担当部長にお伺

いしますが、この議会からこの意見書を出さざる

を得なくなったということについて、どういうふ

うな感想をお持ちですか。副区長と担当部長。 

○交通対策担当部長 以前に、平成１９年に、足立

区議会から、東京都に宛てて意見書を出していた

だいたという経緯がございました。 

  そこから、要望活動はしていたのですけれども、

なかなか東京都さんの方に、後に形として残るよ

うなものとして出せていなかったというのがござ

います。今回、執行機関側も要望書という形で出

させていただくので、併せて、いつも議論をいた

だいております議会の皆様からも、こうした意見

書というのを提出いただくことは、非常に心強く

感謝申し上げるところでございます。 

○副区長 私どもの東京都の協議が形となって表れ

ていないということが事実だと思います。そうい

った意味で、私ども行政からは要望書をお出しす

るのですが、やはり議会の皆さんのお力もお借り

して、何とかこの混雑緩和策をできればというこ

とで、今回議会と一緒にお出しすることについて、

是非御協力をお願いしたいというふうに思ってお

ります。 

○白石正輝委員 この意見書を出すことについて、

各会派の皆さん方は賛成ですから、それはもう問

題はないとは思いますけれども、ただ、この交通

委員会の委員長名で出さざるを得なくなった最大

の理由は、そちらに座っている人たちが、交通の

委員会の真意を全然理解していないからです。こ

れからまた検討しますなんて、副市長が前回の委

員会で答弁しましたけれども、もう既に交通の委

員会の意思はもう既に決まっているのです。それ

なのに、副区長の答弁の中に、これから検討する

ような答弁があった。 

  これが、例えば傍聴している皆さん方の中で、

区は全く住民のことを考えていないではないかと

いうふうに言われる大きな原因だったのです。だ

から、このことについて、よほどしっかりと執行

機関側は反省しなくてはいけない。執行機関側は

反省しなくてはいけない。 

  東京都は、予算がないからやりたくないのだか

ら、やりたくはなくても、日本一混雑するラッシ

ュの解消を、何とか区民のためにやらなくてはい

けない。そちらで座っている方々は、少なくとも
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区の職員なんです。東京都の職員ではないのだか

ら、区の職員なのだから、区民に少しでも役に立

つことだったら、もっと熱心に取り組んでくださ

い。どうですか、副区長。 

○副区長 私のこれから検討するという言葉で、こ

れまで区の努力がなかったのではないかというこ

とを、それは非常に反省をさせていただきます。 

  結果として今、混雑率が依然として変わってい

ない状況にありますので、区としては東京都と交

渉してきたつもりではありますけれども、残念な

がら結果は結びついていないというのは事実でご

ざいます。そういった意味で、今回、議会の方の

お力もお借りして、何とか一歩でも進むようにさ

せていただければと思います。 

○白石正輝委員 これはこれ以上言ってもしようが

ありませんから、意見書は出すと。意見書が出た

ら、担当の部長は、その意見書を中心として、少

なくとも東京都と相当しっかりやり合わなくては

ならないと思うのです。 

  東京都は、実際にはやりたくはないのだから、

お金掛かるから。そのやりたくない理由は何か、

もうそちら側が東京都と話して、東京都の交通局

はこう言いました、ああ言いましたという答弁を

持ってくる。来る度に、何だそれ、そんなのはお

かしいではないかと言うと、東京都の答弁が変わ

る。議会の意見をそのまま東京都に持っていって、

東京都の意見をまたこの議会でそのまま言うのは、

あなたたちの仕事ではないのだから。何とか区民

のために打開する。この状況を打開するというこ

とを、もっと腹の中にしっかりと収めてください。 

  この日暮里・舎人ライナーについて言うと、始

まったのが昭和４０年代だから。昭和４０年代に、

私たち自由民主党と地域の町会・自治会の会長さ

んたちで、足立区の西北部に、これは今のライナ

ーではない、地下鉄を造る委員会というのをつく

った。その委員会が★★東京都と交渉したのです。 

  結果的には、今の日暮里・舎人ライナーになり

ましたけれども、あれが走り出したときに、当初

の委員会の委員の誰かに乗ってもらいたかったな

と私は思います。当初の委員のうち、生き残って

いるのは私１人だけなのです。あとみんな亡くな

っちゃうの。町会・自治会の会長さんが中心だっ

たですから、そういう意味では年配の方が多かっ

た。 

  今は、日暮里・舎人ライナーを引くために運動

を始めた委員会の委員の中で、生きているのは私

１人だけなの。誰も乗れない。是非乗せてやりた

かったなと思います。あの人たちの気持ちを思っ

たときに、日暮里・舎人ライナーがせっかく走っ

たのに、走って何年かしたら不満がもう地域の人

たちにどんどん不満が高まってしまって、確かに

乗れないのだから、乗り切れない人が出ちゃうの

だから、文句は当たり前だから、この気持ちをし

っかりと執行機関側が持って、東京都と当たらな

いと、東京都の役員も２年か３年、まあまあ過ご

していると、それで役が変わっちゃうのだから。 

  そういう意味では、是非何としてもこのラッシ

ュ解消については、この意見書の１番が、一番大

きな問題なのだから、この１番を是非実現しても

らいたいというふうに思いますけれども、どうで

しょうか。 

○副区長 ずっと議会の方から要望されております

輸送力の増強、５両を６両にということについて

は、引き続き、強く申し上げてまいりたいと思い

ますけれども、即効性のある対策も必要だと思い

ますので、運転間隔の短縮ですとか、私どもの要

望書として出されている内容も含めて、区として

強く、東京都と協議してまいりたいと思います。 

○岡田将和委員長 他にございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○岡田将和委員長 それではお諮りいたします。 

  本委員会に所属する全議員を提出者とし、議員

提出議案として提出いたしたいと思いますが御異

議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○岡田将和委員長 御異議ないと認め、さよう決定

いたしました。 

  なお、本意見書については、東京都に郵送では

なく、直接提出する方向で日程を含めて調整して

おりますので、御了承ください。 

 

           ◇            

 

○岡田将和委員長 次に、その他に移ります。 

  何かございますか。 

○小林ともよ委員 千住一丁目の★★今、御相談が

私の方に入ってきておりまして、本町商店街にあ

る八百屋さんの隣のビルの所有者の方から相談が

入っております。 

  午前と夕方、お店が混雑する時間帯に、ビルの

前まで自転車が駐輪されて大変困っているという

ことで、区の方にも何度かメールをして返信をい

ただいているということなのですけれども、一向

に改善されないということで、相談が私の方に来

ています。 

  私もちょっと現地を見てきましたけれども、本

当に歩道にはみ出して野菜が陳列されていて、商

品があるので、お買物をされる方もやっぱりその

前に止めるというのはしづらいということですよ

ね。その商品を取って買う方もいらっしゃるので、

邪魔になっちゃいけないと思ったら、店の前には

止められないということで、このビルの方に止め

てしまうということが起きているのだと思います。 

  本来、来店者というのは、店舗の前に止めると

いうのが当たり前だと思うのですけれども、ここ

の場合、その店舗の前の歩道に野菜を陳列してい

るために駐輪ができないという、これが最大の問

題だと思うのですけれども、いかがでしょうか。 

○交通対策担当部長 商店街の中で、そうした店舗

さんが、何軒かあるかと思います。そういったと

ころでは、やはりお客様の対応、お店の側もやっ

ぱりどいてくださいと、毎回毎回動かすというの

は難しい状況が発生しているのかなとは思います。 

  一番は、店舗として自転車を置く場所もちゃん

と確保していただくというのが、まず第一かと考

えております。 

○道路公園整備室長 恐らくその区道上に、店舗を

はみ出して置いているというところであれば、道

路の不法使用ということになりますので、改めて

その辺少し場所を確認させた上で、現場確認の上、

道路管理者としても指導してまいりたいと思いま

す。 

○小林ともよ委員 是非、野菜の陳列、やめさせる

必要があると思うのですよね。でないと、自転車

を止める場所が確保できませんので、是非そうい

った駐輪場をきちんと店舗の方に確保するように

と指導していただきたいと思いますが、どうでし

ょうか。 

○交通対策担当部長 そうですね、こうした案件が、

やっぱり千住だけでなく、ほかの竹の塚だったり

とかほかのところでもやっぱり出ております。そ

うしたところでは、小さい店舗さん、なかなか自

転車を置く場所の確保というのは、これまで求め

ていなかった部分もございます。そういう点で、

今度、そうした内容について、もう少し店舗を設

ける場合の駐輪場の設置義務みたいな形のところ

を求めていけるような、条例の中でもそういった

ことができないかということについて、区の方で

も少し検討を進めていきたいというふうに、今準

備しているところでございます。 

○小林ともよ委員 このビルの所有者の方の下にも

店舗が入っていると思うのですけれども、そこの

方にまで来ちゃうということで、貸している手前、

利便性という点でもすごく邪魔だということで、

こういった声が上がってきておりますので、是非、

この店の前にやっぱり商品陳列しているがために

駐輪ができていないという状況は絶対に改善しな

くてはいけないと思いますので、その辺、よろし
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くお願いいたします。 

○岡田将和委員長 他にございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○岡田将和委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは、総合交通対策調査特別委員会、終結

いたしたいと思います。お疲れさまでした。 

午後零時０１分閉会 


